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　8,栗 山 学(岐 阜大学)
　　　腎移植症例における尿路感染症の検討
　発表されたテーマから理解されるように,シ ンポジウムの論点として,① 拒絶反応の機構 と免疫抑制剤の作用




取したT細 胞を培i養して クローソ化 し,in　vitroでallo抗原刺激に対する各免疫抑制剤の反応抑制から薬剤の




　急性拒絶反応の診断ならびにCsA腎 障害との鑑別は,と くに死体腎移植のATN期 にははなはだ困難であ
る・田中の急性拒絶反応の診断法についてのアンケート調査報告によると足急性拒絶反応の診断には,理 学的所
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見,尿 量の変化,血 清 クレアチニンが貴重な情報であり,検 査 としてはRI　studyによる腎血流検査が広 く行
われているが,い まだ確立した診断法がなく,その診断に臨床経験が重要であることを指摘し,他 覚的 ・普遍的





　最近移植後の尿路感染症に関する報告は少な くなっているが,一 般健常人に比 し尿路感染症は明らかに高い・
これは単に免疫抑制だけの問題でなく,患老の背景(原疾患,透 析歴,合 併症,尿 路の解剖学的 ・機能的状態,
等)が 大きく影響していると思われる.今 回の栗山の報告は レシピエントならびに ドナーの評価や取扱いに新た
な注意を喚起した.






　以上,本 学会で 「実験的移植免疫学」 についての招請講演をされたペンシルバニア大学 ・移植外科教授 ・Ali
Naji氏も加わった討論を中心にシンポジウムをまとめてみた.発 表された論文はいずれも貴重なもので,すぺ
て原著論文 として報告していただいた.是非一読されたい.最後にこの機会を用意 して頂いた第40回中部連合総
会会長 ・前川正信先生に深謝いたします.
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